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特集―――わがまち八王子探訪シリーズ「小宮」

八王子探訪シリーズの第４回は小宮地域。地域を縦断する八高線を軸
に北部を辿るルートと、浅川を辿りながら南部の自然を満喫する２つ
のルートを設定しました。大規模な工場と歴史的な見どころが共存す
る町を歩きながら、小宮地域の歴史に触れてみます。

はちとぴ
観光★

―特 撰―

まるっと小宮・探索コース

◎
「
小
宮
」
の
縁
起

　

八
王
子
市
の
北
東
部
に
位
置
す
る
小
宮
地
域
。
江

戸
時
代
の
大
和
田
村
、
北
大
谷
村
、
西
中
野
村
、
粟

ノ
須
村
、
北
平
村
、
石
川
村
、
宇
津
木
村
が
１
８
８

９
（
明
治
22
）
年
に
合
併
し
て
小
宮
村
と
な
り
ま
し

た
。
な
か
で
も
中
野
や
大
和
田
の
各
地
区
は
、
浅
川

を
隔
て
て
隣
接
す
る
八
王
子
市
と
古
く
か
ら
密
接
な

関
係
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
関
東
大
震
災
以
降
に

八
王
子
市
内
の
織
物
工
場
が
移
設
し
た
り
、
市
民
が

移
り
住
ん
だ
り
す
る
な
ど
、
小
宮
地
域
と
八
王
子
市

の
関
係
は
一
層
密
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
合

併
の
機
運
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
が
、
当
時
は
ま
だ

地
域
内
に
反
対
論
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ス
ム
ー
ズ
に
進
ま
な
い
合
併
を
前
に
し
て
、
小
宮

村
は
１
９
３
４
（
昭
和
９
）
年
に
町
制
を
施
行
し
、

小
宮
町
と
な
り
ま
す
。
そ
の
後
の
粘
り
強
い
交
渉
に

よ
り
、
太
平
洋
戦
争
開
戦
直
前
の
１
９
４
１
年
10
月

に
八
王
子
市
と
合
併
。
市
と
最
初
に
合
併
し
た
近
隣

町
村
と
な
り
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
に
新
田
開
発
が
行
わ
れ
た
小
宮
地
域
一

帯
は
、
か
つ
て
農
耕
と
養
蚕
が
盛
ん
な
と
こ
ろ
で
し

た
。
特
に
こ
の
地
で
生
み
出
さ
れ
た
高
倉
大
根
は
八

王
子
の
特
産
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
近
代
に

な
る
と
八
高
線
が
敷
か
れ
、
製
糸
工
場
の
稼
働
が
盛

ん
に
な
り
ま
す
。
戦
後
に
は
中
央
自
動
車
道
、
国
道

16
号
バ
イ
パ
ス
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
昭
和
30
年
代
に

は
石
川
町
と
高
倉
町
に
「
北
八
王
子
工
業
団
地
」
が

形
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
大
規
模
な
宅
地
開
発
が
進
ん
で
、
住
宅

も
急
増
し
て
い
ま
す
。
小
宮
公
園
を
は
じ
め
、
と
こ

ろ
ど
こ
ろ
に
か
つ
て
の
面
影
を
残
す
緑
地
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
近
年
特
に
都
市
化
が
進
ん
だ
地
域
の

１
つ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

★小
宮地
域を 知

る！　その１
深～く

八
高
線
は
養
蚕
地
帯
や
絹
織
物
生
産
地
の

八
王
子
と
埼
玉
西
部
・
群
馬
県
を
結
ぶ
南

北
路
線
と
し
て
計
画
さ
れ
た
。
１
９
３

１
（
昭
和
６
）
年
に
八
高
南
線
と
し
て
八

王
子
～
東
飯
能
間
（
25
・
６
㎞
）
が
開
通

し
た
際
に
、
粟
ノ
須
に
小
宮
駅
が
開
業
し

た
。

市
内
上
戸
吹
付
近
を
源
流
と
し
、
滝
山
街

道
に
沿
っ
て
南
東
に
流
れ
、
日
野
市
で
多

摩
川
に
合
流
す
る
12
・
９
㎞
の
河
川
。
か

つ
て
は
大
き
く
蛇
行
し
て
い
た
が
、
河
川

改
修
が
行
わ
れ
、
現
在
の
よ
う
に
直
線
の

川
と
な
っ
た
。
こ
の
ル
ー
ト
の
付
近
は
遊

歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

江
戸
時
代
後
期
に
現
在
地
に
移
転
。
北
条

氏
照
の
家
臣
で
横
笛
の
名
手
、
浅
尾
彦
兵

衛
に
ま
つ
わ
る
「
笛
継
観
音
」
伝
説
の
観

音
堂
（
十
一
面
観
音
）
が
あ
る
。
氏
照
秘

蔵
の
笛
を
割
っ
て
し
ま
っ
た
浅
尾
が
、
こ

の
観
音
に
祈
っ
た
と
こ
ろ
、
笛
は
元
通
り

に
戻
っ
た
と
い
う
。

こ
の
地
区
に
用
水
を
開
拓
し
た
永
禄
年

間
、
御
茶
屋
小
屋
が
建
て
ら
れ
た
。
そ
の

目
印
と
し
て
か
つ
て
「
お
茶
屋
の
松
」
が

植
え
ら
れ
て
い
た
。
20
ｍ
に
も
及
ぶ
美
し

い
枝
ぶ
り
は
、
ひ
と
き
わ
目
立
つ
名
木

だ
っ
た
。
現
在
は
工
場
の
敷
地
に
細
い
松

が
植
え
ら
れ
て
い
る
。

❶小宮駅❸谷地川

❷東福寺（笛継観音）❹お茶屋の松跡
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あともう
少しだよ！

この場所を
ご案内します！

マイペースで
歩きましょう！

次のページは
場所の紹介です！
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特集―――わがまち八王子探訪シリーズ「小宮」

毎
年
９
月
の
第
２
土
曜
・
日
曜
に
五
穀
豊

穣
、
悪
疾
・
悪
病
の
退
散
を
祈
願
し
て
奉

納
さ
れ
る
石
川
龍
頭
の
舞
。
土
曜
日
は
西

蓮
寺
か
ら
御
嶽
神
社
ま
で
行
き
、
御
嶽
神

社
境
内
で
奉
納
披
露
さ
れ
、
日
曜
日
は
西

蓮
寺
で
舞
わ
れ
る
。（
は
ち
と
ぴ
23
号
参

照
） ⓫西蓮寺

２
０
０
７
（
平
成
19
）
年
に
架
設
さ
れ
た

八
王
子
市
と
昭
島
市
を
結
ぶ
橋
。
中
央
に

シ
ャ
ー
プ
な
赤
い
ア
ー
チ
橋
を
挟
ん
で
い

る
の
が
特
徴
。
橋
の
長
さ
は
約
４
６
１
ｍ

で
、
す
ぐ
れ
た
橋
梁
に
授
与
さ
れ
る
土
木

学
会
田
中
賞
の
作
品
部
門
を
受
賞
し
て
い

る
。 ❺多摩大橋

八
王
子
市
と
近
隣
市
町
村
の
下
水
を
処
理

す
る
施
設
。
都
内
で
初
め
て
導
入
さ
れ
た

高
度
処
理
方
式
を
取
り
入
れ
、
処
理
し
た

水
を
多
摩
川
に
放
流
し
て
い
る
。
５
０
０

kW
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、
発
電
し

た
電
気
を
ポ
ン
プ
設
備
や
照
明
な
ど
に
使

用
し
て
い
る
。

❻八王子水再生センター

樹
齢
推
定
５
０
０
年
、
樹
高
11
ｍ
と
い
う

市
指
定
天
然
記
念
物
。「
金
銭
平
（
き
ん

せ
ん
だ
い
ら
）
の
大
公
孫
樹
」
と
も
い
わ

れ
る
。
古
く
は
１
８
２
３
（
文
政
６
）
年

に
書
か
れ
た
「
武
蔵
名
勝
図
会
」
に
も
記

述
が
あ
る
よ
う
に
、
当
時
か
ら
こ
の
近
辺

の
シ
ン
ボ
ル
的
な
樹
木
だ
っ
た
。

❽
大
蔵
院
の
イ
チ
ョ
ウ

日
野
用
水
堰
辺
り
に
は
、
か
つ
て
渡
船
場

の
平
の
渡
し
が
あ
り
、
常
時
２
艘
の
舟
が

竿
で
運
航
し
て
い
た
。
昭
和
に
な
る
と
鉄

線
を
引
い
て
、
手
繰
っ
て
渡
れ
る
よ
う
に

改
良
さ
れ
た
。
１
９
３
７
（
昭
和
12
）
年

に
水
量
の
減
少
に
よ
り
廃
止
。
仮
橋
も
つ

く
ら
れ
た
が
、
終
戦
時
に
破
壊
さ
れ
た
。

❼平の渡し

住
宅
街
の
中
に
あ
る
、
敷
地
面
積
３
３
５

０
０
㎡
の
自
然
あ
ふ
れ
る
公
園
。
有
料
施

設
と
し
て
２
面
オ
ム
ニ
コ
ー
ト
の
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
が
あ
る
（
利
用
登
録
制
）。
芝
生

広
場
に
は
、
複
合
遊
具
や
小
さ
な
子
ど
も

で
も
遊
べ
る
す
べ
り
台
、
砂
場
な
ど
が
あ

る
。 ❾久保山公園

１
５
７
３
（
天
正
元
）
年
に
落
成
。
そ
れ

を
祝
っ
て
村
の
若
者
た
ち
が
奉
納
し
た
の

が
石
川
龍
頭
の
舞
の
起
源
と
さ
れ
る
。
明

治
時
代
の
廃
仏
毀
釈
に
よ
っ
て
御
嶽
権
現

が
神
社
へ
と
変
遷
。
以
降
、
石
川
龍
頭
の

舞
は
西
蓮
寺
と
御
嶽
神
社
の
両
方
で
舞
わ

れ
る
よ
う
に
な
る
。

⓬御嶽神社

石
川
地
域
住
民
協
議
会
発
足
か
ら
間
も
な

く
の
１
９
９
３
（
平
成
５
）
年
に
開
館
。

会
議
室
や
体
育
室
の
ほ
か
、
音
楽
室
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
な
ど
も
備
え
る
。

２
０
１
９
（
令
和
元
）
年
に
石
川
市
民
セ

ン
タ
ー
図
書
館
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

⓭石川市民センター

か
つ
て
は
養
蚕
飼
育
所
と
し
て
蚕
の
卵
を

ふ
化
さ
せ
て
い
た
。
終
戦
後
は
石
川
町
の

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
と
な
る
。
会
館

の
正
面
に
建
つ
忠
霊
塔
は
１
９
７
３
（
昭

和
48
）
年
建
立
。
太
平
洋
戦
争
、
日
中
戦

争
戦
没
者
47
名
の
氏
名
が
裏
面
に
刻
ま
れ

て
い
る
。

⓮石川町会館

１
３
５
６
（
文
和
５
）
年
創
建
と
伝
え
ら

れ
る
。
市
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
の
板
碑

が
あ
り
、
中
央
に
南
無
阿
弥
陀
佛
の
文

字
、
そ
の
周
囲
に
時
宗
宗
徒
１
０
６
名
の

阿
号
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
１
３
５
３
（
文

和
２
）
年
、
時
宗
の
二
祖
他
阿
真
教
の
35

年
忌
に
造
立
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
る
。

❿龍光寺
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公
開
日　

月
～
金（
祝
日
、
年
末
年
始
な
ど
を
除
く
）

　

公
開
時
間　

13
時
30
分
～
16
時
30
分

　

＊�

見
学
に
際
し
て
は
事
前
に
電
話
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
要

予
約

5

　

石
川
町
の
中
央
道
そ
ば
に
あ

る
集
合
住
宅
歴
史
館
は
、
昭
和

30
年
代
の
古
い
団
地
の
部
屋
を

中
心
に
移
築
し
た
展
示
場
で
、

昭
和
期
の
集
合
住
宅
の
変
遷
を

学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
施
設
で
す
。

そ
も
そ
も
こ
の
場
所
は
、
Ｕ
Ｒ

都
市
機
構
の
技
術
研
究
所
と
し

て
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

戦
後
、
職
を
求
め
て
都
市

部
に
多
く
の
人
が
押
し
寄
せ
て

深
刻
な
住
宅
難
が
発
生
す
る
な

か
、
労
務
者
向
け
の
住
宅
を
提

供
す
る
べ
く
、
国
は
１
９
５
５

（
昭
和
30
）
年
に
日
本
住
宅
公
団
（
現
Ｕ
Ｒ

都
市
機
構
）
を
発
足
。
公
団
は
東
京
な
ど
の

大
都
市
を
中
心
に
次
々
と
団
地
を
建
設
し
始

め
ま
す
。
大
量
の
住
宅
を
提
供
す
る
に
あ

た
っ
て
、
建
設
の
合
理
化
な
ど
の
研
究
や
実

験
を
す
る
た
め
の
施
設
が
必
要
と
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
１
９
６
３
年
、
調
布
に
量
産
試

験
場
が
開
設
さ
れ
、
１
９
６
９
年
に
こ
の
地

に
技
術
研
究
所
と
し
て
移
転
。
か
つ
て
は
敷

地
内
に
14
の
研
究
施
設
が
あ
り
、

新
し
い
時
代
に
合
っ
た
団
地
を
建

設
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
実
験

や
調
査
が
重
ね
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
３

月
に
ひ
と
ま
ず
研
究
所
の
役
割
を

終
え
て
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

　

メ
イ
ン
の
展
示
施
設
と
な
る
「
集
合
住
宅

歴
史
展
示
棟
」
に
は
、
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
が

か
か
わ
っ
た
蓮
根
団
地
（
板
橋
区
）、
多
摩

平
団
地
（
日
野
市
）、
晴
海
高
層
ア
パ
ー
ト

（
中
央
区
）
の
部
屋
が
、
そ
れ
ぞ
れ
移
築
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｕ
Ｒ
と
か
か
わ
り
は

な
い
の
で
す
が
、「
日
本
近
代
化
産
業
遺
産
」

に
も
選
ば
れ
て
い
る
同
潤
会
代
官
山
ア
パ
ー

ト
（
渋
谷
区
）
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
い

ず
れ
の
住
宅
も
部
屋
の
構
造
は
も
ち
ろ
ん
、

押
し
入
れ
や
風
呂
、
洗
濯
機
な
ど
も
当
時
の

ま
ま
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

見
学
は
平
日
午
後
の
み
で
、
完
全
予
約
制

の
た
め
、
ふ
ら
っ
と
立
ち
寄
っ
て
も
自
由
に

見
学
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
の
代
わ
り
、
見

学
時
に
は
必
ず
説
明
員
が
見
学
者
に
合
わ
せ

た
案
内
を
し
て
く
れ
ま
す
。
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
で
は
窺
い
知
れ
な
い
話
も
織
り
交

ぜ
、
じ
っ
く
り
見
学
す
れ
ば
半
日
楽
し
め
る

ほ
ど
。
ほ
と
ん
ど
の
展
示
物
を
実
際
に
触
る

こ
と
が
で
き
、
当
時
の
生
活
を
ま
さ
に
「
体

感
」
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
本
の
集
合

住
宅
の
歴
史
を
身
近
に
感
じ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

集合住宅歴史館ひと休み
コラム

都
道
の
傍
ら
の
角
地
に
あ
る
、
首
の
取
れ

た
小
さ
な
地
蔵
尊
。
こ
の
首
は
時
を
経
て

取
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
最
初
か
ら
な

か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
首
か
ら
上
の
病

気
や
首
が
回
ら
な
い
と
き
（
忙
し
い
と
き

や
金
の
工
面
が
つ
か
な
い
と
き
）、
功
徳

が
あ
る
と
伝
え
ら
れ
る
。

⓯
首
な
し
地
蔵

１
９
１
２
（
明
治
45
）
年
、
北
八
王
子
公

園
敷
地
の
一
角
に
建
立
。
高
さ
４
ｍ
、
幅

１
ｍ
の
自
然
石
の
表
面
に
乃
木
大
将
自
筆

の
「
忠
魂
碑
」
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い

る
。
日
清
・
日
露
戦
争
の
戦
死
者
14
名
の

ほ
か
、
後
に
日
中
戦
争
死
者
１
名
が
合
祀

さ
れ
た
。 ⓰

小
宮
町
忠
魂
碑

▲

電
気
設
備
の
変
遷

▲

蓮
根
団
地
の
内
観

▲
�

晴
海
高
層　
　
　

�

ア
パ
ー
ト
の
風
呂

▲ �多摩平団地の
洗濯機

▲�同潤会代官山　
アパートの台所


